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　皆さんも一度は耳にしたことがある「青磁」。青や緑の釉薬がかかった
磁器のことを、考古学ではこのように呼びます。実は日本の焼き物の歴史は、
今から約４００年前、江戸時代が始まる頃に大きな変化があります。日本人
が自分たちで磁器を焼き始めるのがちょうどその頃なのです。それ以前の
ものは中国や朝鮮といった違う国から持ってきた輸入品でした。そして、
それらは一部の人しか持つことが出来ない非常に貴重な品でした。
　今回紹介するこの遺物は、日本で磁器を焼き始めるよりもずっと前、今
から約８００年前の焼き物です。緑の釉薬をかけ、外側には「鎬連弁」とい
う蓮の花をマネした模様を描きます。このような特徴から、この青磁が中
国浙江省の「龍泉窯」という窯で焼かれたことが分かります。南島原市で
この時代の遺物が見付かるのは珍しく、市の歴史を考える上でも重要な品
になるでしょう。

「青磁」 ～亀の首遺跡（布津町）～
せい じ

と６月１日㈭～７月31日㈪
※休館日：毎週火曜日
　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
ば深江埋蔵文化財・噴火災害資料館

り一般…200円、高校生…150円、
　中学生以下…無料 ＊団体割引あり
※企画展は入館料のみでご覧いただけます。
問文化財課　☎７３－６７０５

６月・７月の
小企画

こい何か知っちょる？
南島原の考古学

龍泉窯系青磁（亀の首遺跡出土）
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　５月17日、今年で結成15周年となる日野江城ライオンズクラブが、
世界遺産登録に向けた取り組みに役立ててもらおうと、クラブ会員か
ら募った寄附金を市へ寄託しました。
　贈呈式で八木正勝会長は「今後もできる限り協力していきたい」と
話しました。
　同クラブは、15周年の記念事業として、今回の寄附以外にも原城跡・
日野江城跡の清掃活動や薬物乱用防止看板の設置など、幅広い活動を
実施しています。ご寄附ありがとうございました。

と８月５日㈯・６日㈰
　２日間で 合計４回上映（予定）
ばありえコレジヨホール
問世界遺産推進室　☎７３－６７０６
※その他の詳細については、広報紙７月号をご覧ください。

日野江城ライオンズクラブが世界遺産登録を支援

　今春、全国公開された映画「沈黙－サイレンス－」の特別上
映会が本市で開催されます。
　この映画は、戦後日本文学の最高峰とも称される遠藤周作の
「沈黙」をマーティン・スコセッシ監督により完全映画化された
歴史大作です。
　17世紀江戸初期の長崎を舞台に禁教期の潜伏キリシタンを描
いた本作は、世界遺産候補「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関
連遺産」の理解を深めるうえで大変意義がある映画であり、奇跡
的なタイミングでの公開となりました。
　今回の特別上映会は、来年の世界遺産登録に向けた気運醸成
を目的に市世界遺産市民協働会議の主催で開催されるものです。
　この機会にぜひご覧ください。

映画 「沈黙－サイレンス－」を
本市で特別上映

「南島原の宝物を世界の宝物に」
長崎と天草地方の

潜伏キリシタン関連遺産
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　４月２９日の「昭和の日」に、ありえ俵石自然運動公園で「自然と遊ぼ
う２０１７」が開催されました。
　当日は、フィールドアスレチック・草スキー場の開放や、各種団体によ
るバザー、バンド演奏などが実施されました。また、注目のイベントであ
る全長１００メートルのそうめん流しでは、多くの家族連れなどで賑わいま
した。

　５月４日、西有家町長野地区の自治会な
どでつくる実行委員会が中心となり、「第４９
回戸ノ隅公園滝祭り」が開催されました。
　祭りでは、市の特産品である島原手延そ
うめんを使用してのそうめん流しや、長野
保育園の園児、西有家小学校の生徒たちに
よる演芸会などが実施され、会場はにぎわ
いをみせました。

〈危険業務従事者 叙勲〉
●瑞宝双光章（消防功労）
・元島原地域広域市町村圏組合
　消防司令長
　山口　忠宗さん（有家町）
〈春の叙勲〉
●瑞宝双光章
・「玉成園」施設長
　哲翁 富士子さん（口之津町）
●瑞宝単光章
・元 和光海運機関長
　平　良和さん（加津佐町）
・元 布津町消防団長
　松﨑　強さん（布津町）
〈春の褒章〉
●藍綬褒章
・保護司
　池田 伊奈子さん（布津町）
・元 民生・児童委員
　松坂　興志さん（加津佐町）

叙勲および褒章
受章おめでとうございます
　叙勲および褒章の受章者が発表され、
本市からも６人が受章されました。
おめでとうございます。

各受賞
おめでとうございます

　第４２回県書道展で本市の山下幸子さ
ん（西有家町）の作品が、部門最高賞で
ある長崎新聞社大賞に輝きました。
　おめでとうございます。
●部　門…前衛
●受賞作…「陸」

　朝日新聞の県内版に掲載されている
短歌、俳句、川柳の平成２８年度の賞が
発表され、俳句部門において本市の
平 和代さん（口之津町）が最優秀賞に
選ばれました。おめでとうございます。
●受賞作
　からゆきの  海照り返す  浜おもと

自然に感謝　100ｍのそうめん流し盛況

ＧＷに戸ノ隅公園滝祭りを開催


